
1.まえがき 
三相非接触給電システムでは，一相当たりの電流を

低減できるため単相と比べて効率よく送電することが

できる(1)。著者らは AGV（無人搬送車）用の三相非接

触給電システムについて研究を行い，送電特性を明ら

かにした(2)。本論文では，シミュレーションを用いて

AGV 用三相非接触給電コイルの構成について比較，検

討を行ったのでその結果を報告する。 

 
2. AGV 用三相非接触給電コイル 
 図 1 に，提案する AGV 用三相非接触給電コイルのモ

デルを示す。装置の対称性から 1/2 モデルを使用した。

送電コイルは AGV の進行方向（x 方向）に沿って床面

に設置され，受電コイルは AGV に搭載される。送受電

コイルともに U 相，V 相，W 相の 3 相で構成され，上

下の 2 層構造となっている。また下層コイルは上層コ

イルに対して逆方向に巻かれ，電気角で π ずらして配

置されている。受電コイルは，AGV 上の搭載可能なス

ペースを基に x 方向の全長を 549.9mm，幅（y 方向）を

360mmとした。送電コイルの全長は2749.5mmである。

また，巻数は受電コイルが各 10 ターン，送電コイル
が各 2 ターンである。 
 
3.シミュレーション結果 
 図 2 は受電コイルを x 方向に移動させた場合の相互

インダクタンスの変化を示す。各相コイルの x 方向の

長さを 91.65mm（送電コイルの磁極数：20）と 183.3mm
（送電コイルの磁極数：10）とした時の比較を行って

いる。なお 183.3mm と 91.65mm のモデルに対応する変

数の添え字 l と s とする。Msは Mlより大きく，かつ正

弦波に近い変動となっているが，それぞれのケースに

おける抵抗値を計算したところ，91.65 mm の巻線抵抗

は 183.3mm の巻線抵抗の 1.7 倍となった。図 3 に

91.65mm における動作波形を示す。また図 4 は，送電

効率の比較を示す。183.3mm における送電効率 ηｌは受

電コイルの位置に依存して大きく変動しており，平均

効率が 2%程低下していることがわかる。 

 

4.むすび 
シミュレーションにより，AGV 用三相非接触給電コ

イルの構成について比較，検討を行った。その結果，x
方向の長さを 91.65mm としたときに良好な送電特性を

得られることを確認した。 
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図 1 三相非接触給電コイル 

 

 
図 2 相互インダクタンス特性 

 

 

図 3 動作波形 
 

 
図 4 送電効率の比較 
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